Stealth 2.0.2に実装されている計算内容 

1. 反射計算の実装

反射値 = 表面反射値 × スペクトル減衰率

で実装されています。表面反射値とスペクトル減衰率の実装内容について以下に説明します。

2. 表面反射値の実装内容

表面反射値はS1,S2,S3,S4に分けて実装されています。これらの総和が表面反射値としてプログラム内でも扱われています。

（表面反射値）= S1 + S2 + S3 + S4

2.1 　S1の実装内容

S1の実装内容は、全ての図の中から明度以外の属性を持たない図を全て取り出します。各図の面積siに、その明度miをかけた結果をS1としています。

S1  =  Σ( si × mi ) 

2.2 　S2の実装内容

S2の実装内容は、全ての図の中から傾斜を持つ図を取り出します。水平,垂直のいずれかが0以外の図はすべて取り出されるわけです。

次に、先ほど取り出した各図の面積sに、その傾斜θ,ψの各cosと明度mをかけたものを足し合わせます。これをS2としています。
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2.3　S3の実装内容

S3の実装内容は、全ての図の中からコーナーリフレクタを持つ図を取り出します。

次に、先ほど取り出した各図の面積sに、そのコーナーリフレクタの数によってきまる値rと明度mをかけたものを足し合わせます。これをS3としています。
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2.4　S4の実装内容

S4の実装内容は、全ての図の中から凹部を持つ図を取り出します。

　次に、先ほど取り出した各図の面積sに、その反射へのウエイトwと形状がアーチなどの場合に用いる値rをかけたものを足し合わせます。これをS4としています。
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3. スペクトル分布グラフのデータ作成に関する実装内容

3.1 　面積に各値をかける

各図の面積sに対して、明度mあるいはコントラストcをかけこれをグラフ用データaとします。また共鳴効果を持つ図はまとめて扱い面積も共鳴効果用の面積を用います。
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3.2 　波長λが同じ図はまとめる

図iと図jの波長が同じ場合は、足してまとめ、他方をグラフ用データから削除します。
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3.3　グラフ用データaの総和を求める

先ほど求めたグラフ用データaを％に直すために、aの総和を求める
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3.4　最大波長を求める

全ての図の中から波長の最も大きいものを取り出します。これをλmaxとします。

3.5　グラフ用データ作成

aは3.3で求めた総和で割って％に直し、波長λは最大波長λmaxで割って規格化します。これらの値をAiおよびλiとしてスペクトル分布グラフを描画しています。
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4.　スペクトル減衰率の実装内容

スペクトル減衰率の実装内容は、3.5「グラフ用データ作成」で求めたAiとλiの自乗をかけたものを総和しています。これをスペクトル減衰率gとしています。
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5.ステルス効率比、体感距離と有効面積

　この計算では二つの反射値を用います。これを反射値aおよび反射値bとします。また、計算の際には反射値aを１とした場合の反射値bのステルス効率比rを求めています。
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　体感距離を計算する際にも反射値aを基準にして、反射値bの体感距離Lを求めています。
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　体感面積の計算も同様に反射値aを基準にして、反射値bの体感面積sを求めています。
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6.地価換算

　この計算では二つの反射値を用います。これを反射値aおよび反射値bとします。また、計算の際には反射値aを１とした場合の反射値bの体感面積sを求め、地価yと有効面積係数0.6から、得をする金額ansを求めています。
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